
  

 

部活動別の新型コロナウイルス感染症予防計画 

学校名 部活動名 顧問名 

都立蒲田高等学校 文芸部  

 

１ 当該部活動の基本方針 

 

 

 

 

 

 

２ 活動場所における感染症対策 

 

 

 

 

 

 

３ 活動前後の感染症対策 

 

 

 

 

 

 

４ 部室・更衣室等の利用計画 

 

 

 

 

 

 

５ 生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

※ 各学校の実態等に合わせ、様式を適宜変更してください。 

様式２（部活動用） 

テーマに沿った俳句を創作し、句会で発表し、相互評価を行う。小説、俳句、詩、エッセー等の作

品を創作し、文芸集として冊子を作成し、文化祭で配布する。創作の楽しさを通して表現する力、

互いを評価し合い尊重することを通して自己肯定感および他者とかかわる力を育成する。 

 

 

 

 

地域や社会の感染状況に興味関心をもたせる。 

新型コロナウイルスの特性に基づき、部活動をどのように行えば安全かと考えさせる。 

上記２・３について互いに注意喚起ができる指導を行う。 

 

 

 

活動を行う教室の換気を十分に行う。 

活動の際は、座席に座る間隔を十分に取る。 

接触を伴う活動は行わない。 

会話や発表の際は、マスクの正しい着用を徹底する。 

 

 

体調管理を徹底し、体調に異変があるときは部活動への参加を見合わせる。 

使用する教室に入室する際は、アルコール消毒を必ず行う。 

 

 

 

 

部室・更衣室は使用していない。 

 

 

 


